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愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
74
回
定
期
総
会

を
2
月
16
日（
火
）
午
後
1
時
か
ら
、「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
で
、

県
下
9
町
の
町
長
の
出
席
を
得
て
開
催
し

た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
清

水
理
事
（
愛
南
町
長
）
が
述
べ
、
続
い
て

会
長
職
務
代
理
者
岡
本
副
会
長
（
松
前
町

長
）
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
来
賓
と
し
て
、
中
村
愛
媛
県

知
事
、
戒
能
愛
媛
県
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

を
頂
い
た
後
、
荒
木
全
国
町
村
会
長
か
ら

の
祝
電
披
露
が
あ
っ
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
会
長
職
務
代
理
者
岡
本
副
会
長
が
議
長

席
に
着
き
、
議
事
録
署
名
人
に
上
村
上
島

町
長
、
清
水
愛
南
町
長
を
指
名
し
、
次
の

と
お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

⑴　

選
挙
第
1
号　

会
長
の
補
欠
選
挙
に

つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
前
会
長
の
稲
本
氏
が

内
子
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
2
月

 
第
74
回
定
期
総
会
を
開
催

  
会
長
に
佐
川
秀
紀
氏（
砥
部
町
長

）を
選
出

愛
媛
県
町
村
会　

た
結
果
、
質
疑
、
異
議
い
ず
れ
も
な
く

承
認
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

⑸　

議
案
第
2
号　

令
和
3
年
度
本
会
事

業
計
画

⑹　

議
案
第
3
号　

令
和
3
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑺　

議
案
第
4
号　

令
和
3
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

⑻　

議
案
第
5
号　

令
和
3
年
度
本
会
特

別
会
計
予
算

　
　

以
上
の
4
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、

事
務
局
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
後
、

議
長
は
、
質
疑
の
有
無
及
び
採
決
に
つ

い
て
諮
っ
た
結
果
、
質
疑
、
異
議
い
ず

れ
も
な
く
、
議
案
第
2
号
か
ら
議
案
第

5
号
は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、最
後
に「
閉
会

の
こ
と
ば
」
を
岡
本
副
会
長
が
述
べ
、
盛

会
裏
に
閉
会
し
た
。

	

（
閉
会
時
刻
14
時
）

5
日
を
も
っ
て
退
任
し
た
た
め
、
会
長

の
補
欠
選
挙
を
行
う
こ
と
を
説
明
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
は
選
挙
方
法
を
一
同
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
愛
南
町
長
か
ら

佐
川
砥
部
町
長
を
会
長
に
推
薦
す
る
旨

の
発
言
が
あ
っ
た
。
議
長
は
、
一
同
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な
く
、
新

会
長
に
佐
川
砥
部
町
長
を
選
出
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

　
　

佐
川
会
長
か
ら
会
長
就
任
の
挨
拶
の

後
、
規
約
に
基
づ
き
議
長
と
な
っ
た
。

⑵　

選
挙
第
2
号　

理
事
の
補
欠
選
挙
に

つ
い
て

　
　

議
長
は
、
理
事
1
名
が
欠
員
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
追
加
議
案
と
し
て
理

事
の
補
欠
選
挙
を
提
案
し
、
一
同
に

諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な
く
、
理

事
の
補
欠
選
挙
を
日
程
に
追
加
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　
　

議
長
は
、
理
事
の
選
挙
方
法
に
つ
い

て
、
議
長
の
指
名
推
薦
と
す
る
旨
の
発

言
を
し
、
一
同
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全

員
異
議
な
く
、
議
長
の
指
名
推
薦
と
す

る
こ
と
で
決
定
し
た
。
議
長
は
、
理
事

に
上
村
上
島
町
長
を
推
薦
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
一
同
に
諮
り
、
全
員
異
議
な

く
決
定
し
た
。

⑶　

報
告
第
1
号　

令
和
2
年
会
務
報
告

　
　

議
長
は
、
内
容
を
説
明
し
、
全
員
異

議
な
く
了
承
し
た
。

⑷　

議
案
第
1
号　

賛
助
会
員
の
脱
退
に

つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら
、
賛
助
会
員
で
あ
る
西

予
市
が
令
和
3
年
3
月
31
日
を
も
っ
て

脱
退
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
議
長
は
、

質
疑
の
有
無
及
び
採
決
に
つ
い
て
諮
っ

あいさつをする岡本副会長（松前町長）中村愛媛県知事

戒能県議会議長

会　長
佐川　秀紀 氏
（砥部町長）
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内
子
町
長
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て

　

始
ま
り
が
あ
れ
ば
終
わ
り
が
あ
る
。
形

あ
る
も
の
は
崩
れ
る
し
、命
あ
る
も
の
は
亡

く
な
る
。こ
れ
が
無
常
の
世
界
で
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
、死
ぬ
つ
も
り
で
生
き
る
と
こ
ろ
に

本
当
の
生
き
方
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

私
の
町
長
と
し
て
の
12
年
間
は
、あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
な
り

に
全
力
で
走
っ
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、

社
会
経
済
の
大
き
な
流
れ
や
動
か
な
い
構

造
の
前
に
苛
立
ち
を
覚
え
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、事
業
の
凍
結
や
行
事
の
中
止・

延
期
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
人
と
人
と
の
交
わ

り
が
断
た
れ
て
し
ま
う
事
態
に
、
政
策
の
上

書
き
覚
悟
で
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
や
る
こ
と

の
決
断
と
実
行
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
町
長
と
い
う
仕
事
は
、
与
え
ら

れ
た
任
期
の
中
で
数
値
目
標
を
設
定
し
、そ

の
達
成
に
向
け
て
職
員
を
鼓
舞
し
て
き
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、内
子
町
の
町
づ
く
り
の

物
語
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら

す
れ
ば
、一
人
の
任
期
で
完
結
す
る
も
の
で

も
な
く
、
次
の
リ
ー
ダ
ー
に
タ
ス
キ
を
渡

し
、ま
た
次
の
リ
ー
ダ
ー
に
渡
す
こ
と
を
通

じ
て
町
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
そ

う
駅
伝
の
よ
う
な
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
22
歳
で
内
子
町
役
場
に
奉
職
し
、

48
歳
で
内
子
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
就

き
ま
し
た
。
以
後
、
内
子
町
助
役
・
副
町
長

を
経
験
し
、
平
成
21
年
2
月
か
ら
合
併
後

2
代
目
の
町
長
と
し
て
3
期
12
年
の
任
に

就
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
人
々
に
ご

協
力
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
「
長
い
間
、本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」の
一
言
に
尽

き
ま
す
。

　

私
は
、一
般
職
と
特
別
職
の
両
方
を
経
験

し
て
い
ま
す
の
で
云
え
る
こ
と
で
す
が
、そ

の
職
責
の
重
さ
は
、一
般
職
と
は
比
較
に
な

り
ま
せ
ん
。自
分
よ
り
上
位
の
決
裁
権
者
は

い
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
自
身
の
心

構
え
と
し
て
次
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
い

ま
し
た
。

・
着
眼
大
局　

着
手
小
局

　

物
事
を
な
る
べ
く
大
局
的
・
全
体
的
に
み
て
、

小
さ
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
す
る
こ
と
。

�

（
中
国
の
孔
子
の
弟
子
の
荀
子
の
言
葉
）

・
人
生
の
本
舞
台
は
、
常
に
将
来
に
あ
り

　

物
事
を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
将
来
（
未
来
）

を
み
て
、
日
々
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
と
い

う
こ
と
。�

（
憲
政
の
師　

尾
崎
行
雄
の
言
葉
）

・
春
風
を
以
っ
て
人
に
接
し
、
秋
霜
を

以
っ
て
自
ら
粛
む

　

人
と
接
す
る
と
き
は
、
優
し
い
心
を
も
ち
、

自
ら
を
厳
し
く
律
す
る
こ
と
。

�

　
（
江
戸
時
代
の
儒
者　

佐
藤
一
斉
の
言
葉
）

　

私
自
身
振
り
返
る
と
、
本
当
に
こ
う
で

あ
っ
た
か
、
反
省
す
る
こ
と
大
で
あ
り
ま

す
。平
成
21
年
2
月
の
町
長
就
任
以
来
、毎

月
1
回
、
職
員
に
対
し
て
町
長
挨
拶
を
し
、

1
4
4
回
行
っ
て
き
て
、
時
々
の
事
柄
、
仕

事
に
対
す
る
向
き
合
い
方
な
ど
15
分
程
度

話
し
て
き
ま
し
た
。（
残
念
な
が
ら
記
録
し

て
い
た
の
は
平
成
26
年
4
月
か
ら
で
す
が
）

そ
う
し
た
思
い
の
中
で
、具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
あ
え
て
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、次
の

事
業
で
す
。

①
農
産
物
直
売
所
「
か
ら
り
」
の
開
設
と

運
営

　

生
産
農
家
の
所
得
向
上
や
地
域
農
業
の

振
興
を
目
指
し
て
、20
数
年
前
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
今
で
は
出
荷
者
は
4
0
0
人

を
超
え
、
雇
用
人
数
70
人
、
販
売
額
約
7
億

円
の
企
業
に
成

長
し
ま
し
た
。

全
国
モ
デ
ル
道

の
駅
の
認
定
や

内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
す
る

な
ど
全
国
的
に

も
高
い
評
価
を

受
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

特
に
農
家
の
皆

さ
ん
に
は
、
大

変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

②
病
院
の
誘
致

　

医
師
不
足
に
よ
り
町
内
に
あ
っ
た
2
つ

の
病
院
が
廃
止
さ
れ
、こ
れ
に
よ
っ
て
医
療

法
上
の
病
院
が
こ
の
町
内
か
ら
消
え
ま
し

た
。内
子
町
に
と
っ
て
医
療
体
制
の
整
備
は

最
大
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、町
民
の
皆

さ
ん
の
熱
い
誘
致
運
動
や
加
戸
病
院
さ
ん

の
英
断
に
よ
り
、
平
成
23
年
に
88
床
の
病

院
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。内
子

町
の
医
療
の
原
点
で
す
。

③
内
子
座
文
楽
の
開
催
と
継
続

　

全
国
の
地
方
劇
場
で
定
期
公
演
さ
れ
て

い
る
文
楽
は
、
内
子
座
文
楽
だ
け
で
す
。
23

回
を
数
え
ま
す
。内
子
座
な
ら
で
は
の
文
楽

に
、
日
本
の
伝
統
芸
能
の
魅
力
に
、
内
子
町

の
旨
い
物
に
、そ
し
て
人
々
と
の
交
流
を
求

め
て
全
国
か
ら
多
く
の
文
楽
フ
ァ
ン
や
内

子
町
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
来
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

④
光
回
線
の
全
町
整
備

　

情
報
施
設
の
整
備
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
急
速
に
拡
大
す
る
中
で
、内
子
町
の
よ
う

な
中
山
間
地
域
こ
そ
必
要
で
あ
る
と
の
考

え
で
、
平
成
29
年
度
に
全
町
に
整
備
し
ま

し
た
。
今
で
は
、
農
産
物
や
企
業
産
品
な
ど

多
く
の
も
の
が
販
売
さ
れ
た
り
、様
々
な
情

報
の
交
流
が
幅
広
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

⑤
町
財
政
の
健
全
化

　

町
民
の
皆
さ
ん
や
、
職
員
の
皆
さ
ん
の
努

力
に
よ
り
、
平
成
21
年
度
町
一
般
会
計
の
起

債
額
1
1
7
億
円
を
現
在
81
億
円
に
下
げ

る
こ
と
や
、町
産
品
の
販
売
促
進
や
、霞
ヶ
関

の
公
務
員
に
負
け
な
い
職
員
の
頑
張
り
で
、

財
政
の
健
全
性
の
高
い
町
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、自
分
の
人
生
の
中
で
町
長
の
職

に
就
く
こ
と
は
考
え
て
も
い
な
い
こ
と
で

し
た
が
、お
陰
様
で
様
々
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
大
切
な
財
産
と

な
り
ま
し
た
。
県
内
各
町
長
の
皆
さ
ん
、
中

村
知
事
さ
ん
、県
内
市
長
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
県
町
村
会
事
務
局
の
皆
さ
ん
、長
い
間
ご

指
導
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご
健

康
と
益
々
の
ご
活
躍
、
県
・
市
町
の
更
な
る

ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

前
内
子
町
長

前
愛
媛
県
町
村
会
長

　�

稲
　
本
　
隆
　
壽

随想随想随想
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あいさつをする稲本会長（内子町長）

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
2
月
2
日
午
後
1

時
30
分
か
ら
株
式
会
社
キ
ク
ノ
別
館
西
会

議
室
で
「
第
2
回
理
事
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、会
長
の
稲
本
内
子
町
長
、副

会
長
の
岡
本
松
前
町
長
、
理
事
の
清
水
愛

南
町
長
及
び
佐
川
砥
部
町
長
が
出
席
し
た
。

【
第
２
回
理
事
会
】

₁　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

稲
本
会
長

₃　

議　

事

　

⑴　

議
案
第
1
号　

賛
助
会
員
の
脱
退

に
つ
い
て

　
　

右
の
議
案
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
賛

助
会
員
の
西
予
市
が
令
和
3
年
3
月
31

日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

来
る
2
月
16
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会

へ
議
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
説
明

し
、
そ
の
後
、一
同
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、全

員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

⑵　

議
案
第
2
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
事
業
計
画

　

⑶　

議
案
第
3
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
会
費
の
分
賦
方
法

　

⑷　

議
案
第
4
号　

愛
媛
県
町
村
会
振

興
基
金
積
立
金
の
取
り
崩
し

　

⑸　

議
案
第
5
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計
予
算

　

⑹　

議
案
第
6
号　

令
和
3
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計
予
算

　

⑺　

議
案
第
7
号　

令
和
3
年
度
全
国

町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
愛
媛
県
支

部
予
算

　

議
案
第
2
号
か
ら
議
案
第
7
号
ま
で
の

6
議
案
は
関
連
す
る
た
め
、
一
括
し
て
審

議
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
局
か
ら
説
明
を

行
っ
た
後
、
質
疑
の
有
無
及
び
採
決
に
つ

い
て
諮
っ
た
結
果
、
質
疑
、
異
議
い
ず
れ

第
２
回
理
事
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

も
な
く
、
議
案
第
2
号
か
ら
議
案
第
7
号

は
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

な
お
、議
案
第
2
号
、第
3
号
、第
5
号

及
び
第
6
号
の
4
議
案
に
つ
い
て
は
、
本

会
規
約
第
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
来
る

2
月
16
日
開
催
の
本
会
定
期
総
会
の
承
認

を
得
る
た
め
提
案
す
る
こ
と
と
し
た
。

₄　

そ
の
他

　

⑴　

愛
媛
県
町
村
会
第
74
回
定
期
総
会

に
つ
い
て

　

⑵　

そ
の
他

　
　

①　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
会
長
の

選
任
等
に
つ
い
て

　
　

②　

愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協

議
会
会
長
職
務
代
理
者
の
選
任
に

つ
い
て

　
　

③　
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

関
係
の
事
業
推
進
等
研
究
会
等
に
つ
い

て

　
　

事
務
局
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
説

明
し
、
一
同
了
承
し
た
。

令和₃年度　愛媛県町村会事業計画
○　方　　針
　　令和₃年度は、本会規約第₃条「地方公共事務の円滑な運営と県内の町
の振興発展を図ることを目的とする。」を基本理念として、全町の振興発
展に寄与するため、引き続き各種事業を積極的に展開する。

　　政府は、新型コロナウイルス対策と経済再生を喫緊かつ最優先の課題に
掲げて全力で取り組んでおり、県内各町においても、この国難を乗り越え
るために懸命に現場対応を続けている。

　　このような中、国と地方は、コロナ禍・コロナ後の社会を見据えながら、
人口減少・少子高齢化社会を克服し、「一億総活躍社会」の実現に必要と
なる各般の施策を推進しなければならない。

　　この時にあたり、本会は決意を新たにしてその使命を深く自覚し、県内
の₉町が一丸となって "住民のための自治"の確立のため、新型コロナウイ
ルス感染症の各町への影響を注視し、下記事項を積極的に推進するよう努
めるものとする。

記
○　主要事項
　⑴　県内₉町の連携強化　　⑵　国及び県に対する実行運動
　⑶　分権型社会の推進　　⑷　職員等各種研修会の実施
　⑸　公有物件共済事業等への加入推進
　⑹　県内９町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　⑺　全国町村会・愛媛県及び県内11市等との連絡調整
　⑻　愛媛県自治会館　新会館建設に対する援助
主要事項の概要
１　県下₉町の連携強化
　・理事会の開催　・全員連絡会の開催　・定期総会・臨時総会の開催
　・国内の先進自治体視察研修会の実施
　・副町長会の開催　・総務課長会議の開催
₂　国及び県に対する臨機な実行運動
　・国の施策及び予算編成に関する要望
　・四国四県町村長大会決議事項の要望　・全国町村長大会決議事項の要望
　・愛媛県、県市長会及び県町村議会議長会と連携した要望
　・その他町行財政推進に係る要望
₃　分権型社会の推進
　・税財源を伴った権限移譲等の推進
　・全国の町村と連携した分権型社会の推進
₄　職員等各種研修会の実施
　・新規採用・初級・中級・係長職員研修会（各町職員を対象）
　・法制執務研修会（ 〃 ）　・管理職員に対する研修会
₅　公有物件共済事業等への加入推進
　・公有建物災害・自動車損害共済事業（市町等を対象）
　・総合賠償補償保険事業（ 〃 ）　・団体生命（弔慰金）事業（ 〃 ）
　・自治会活動保険事業（ 〃 ）　・非常勤職員公務災害補償保険事業（ 〃 ）
　・災害対策費用保険事業（ 〃 ）
　・自治体委託業務等災害補償保険事業（ 〃 ）
　・全国町村職員生活協同組合事業（市町等職員を対象）
　　　火災共済・自動車共済・特定疾病保険・車両共済
　・全国町村等職員任意共済保険事業（ 〃 ）
　　　任意生命保険・任意医療保険・任意収入補償保険
　・全国町村等職員個人年金共済事業（ 〃 ）
₆　県内₉町への基礎自治体の施策に関する情報提供
　・町長等の給与ならびに議会議員各種委員等の報酬額の調査結果
　・基準財政需要額・基準財政収入額・財源不足額の調査結果
　・県関係の情報提供　・全国町村会等からの情報収集と提供
　・町会報えひめの発行　・本会ホームページの充実強化
₇　全国町村会等との連携、連絡調整
　・全国町村会、他県町村会、愛媛県、県市長会及び11市並びに県内関係団
体等との連携、連絡調整

₈　愛媛県自治会館　新会館建設に対する援助
　・愛媛県自治会館建て替えに伴う愛媛県市町総合事務組合への助成及び

援助
₉　その他
　・本会内各種協議会に関する事務の推進
　　愛媛県市町各種事業総合協議会（愛媛県水道協会　愛媛県清掃事業協会
　　全国山村振興連盟愛媛県支部　全国市町村水産業振興対策協議会愛媛

県支部　愛媛県ダム所在・発電関係市町協議会）　愛媛県人権協会　愛
媛県過疎地域自立促進協議会

　・軽自動車税課税事務に関する申告書受付に関する事務
　・町（市）職員採用試験問題集に係る事務
　・会員のニーズに対応した諸事業の展開
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愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
（
組
合
長

職
務
代
理
者
副
組
合
長
・
二
宮
隆
久
大
洲

市
長
）
は
、
2
月
17
日（
水
）午
後
1
時
27

分
か
ら
「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
」
に
お
い

て
令
和
3
年
第
1
回
定
例
会
を
開
催
し
た
。

　

出
席
者
は
、
二
宮
組
合
長
職
務
代
理
者

副
組
合
長
・
管
家
西
予
市
長
・
岡
本
松
前

町
長
・
加
藤
東
温
市
長
・
河
野
久
万
高
原

町
長
・
安
川
大
洲
市
議
会
議
長
・
森
永
内

子
町
議
会
議
長
の
各
議
員
。

　

組
合
議
会
は
森
永
議
長
の
議
事
進
行
に

よ
り
、
会
議
録
署
名
議
員
に
加
藤
議
員
及

び
河
野
議
員
の
両
名
を
指
名
し
、
本
定
例

会
の
会
期
を
1
日
限
り
と
決
定
。

　

議
事
に
入
り
、
次
の
各
議
案
に
つ
い
て

審
議
し
た
。

選
挙
第
1
号

　
　

副
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

▽
副
議
長
の
選
出

　
　

副
議
長　

安
川
哲
生（
大
洲
市
議
会
議
長
）

　
（
令
和
3
年
2
月
17
日
～
組
合
議
会
議
員
の
任
期
満
了
ま
で
）

選
挙
第
2
号

　
　

組
合
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

▽
組
合
長
の
選
出

　
　

組
合
長　

佐
川
秀
紀（
砥
部
町
長
）

　
（
令
和
3
年
2
月
17
日
～
令
和
3
年
4
月
25
日
ま
で
）

議
案
第
1
号

　
　

専
決
処
分

の
承
認
に
つ

い
て
（
令
和

2
年
度
本
組

合
補
正
予
算

（
第
1
号
）に

つ
い
て
）

　
　

事
務
局
か

ら

　
　

今
回
の
補

正
予
算
は
、

新
会
館
に
納

入
す
る
備
品

関
係
購
入
事

業
の
債
務
負

担
行
為
の
追

加
を
す
る
も

の
で
あ
る
。
納
期
を
令
和
3
年
6
月
30

日
と
し
、
本
年
度
中
に
一
般
競
争
入
札

で
業
者
決
定
及
び
契
約
を
行
う
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
専
決
を
し
た
も
の
で
あ

る
旨
の
説
明
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、承

認
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
2
号

　
　

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
職
員

の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
）

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

県
職
員
の
給
与
改
定（
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
）に
準
じ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
る

旨
の
説
明
が
あ
り
、審
議
の
結
果
、承
認

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
3
号

　
　

令
和
2
年
度
本
組
合
補
正
予
算
（
第

2
号
）
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
現
在
建
設
中

の
新
会
館
建
設
基
金
利
子
増
に
よ
り
歳

入
歳
出
額
の
増
及
び
継
続
費
の
年
割
額

変
更
、
債
務
負
担
行
為
の
限
度
額
の
変

更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
決
定

県
市
町
総
合
事
務
組
合　

り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決

定
し
た
。

議
案
第
4
号

　
　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県

自
治
会
館
施
設
備
品
購
入
事
業
に
よ
り

財
産
取
得
す
る
も
の
で
、
取
得
価
格
は

₃
₉
，4
9
0
千
円
（
税
込
み
）、
納
入

期
限
は
令
和
3
年
6
月
30
日
、
契
約
の

相
手
先
は
ト
ス
愛
媛
株
式
会
社
、
契
約

締
結
の
方
法
は
一
般
競
争
入
札
（
入
札

業
者
2
社
）
に
よ
る
契
約
と
す
る
も
の

で
あ
る
旨
の
説
明
が
あ
り
、
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

議
案
第
5
号

　
　

愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
消
防
負

担
金
の
負
担
方
法
に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

消
防
負
担
金
条
例
に
よ
り
、
令
和
3

年
度
の
消
防
負
担
金
の
負
担
方
法
を
定

め
る
も
の
で
、
前
年
度
と
同
額
で
、
そ

れ
ぞ
れ
1
人
当
た
り
、
市
町
消
防
団
員

に
係
る
負
担
金
を
₂
₁
，5
1
0
円
、た

だ
し
、
公
務
災
害
補
償
共
済
契
約
（
退

職
報
償
金
の
支
給
の
な
い
機
能
別
消
防

団
員
）
の
み
の
場
合
は
2
，3
1
0
円
、

消
防
吏
員
に
係
る
負
担
金
を
3
1
0
円
、

市
町
人
口
に
係
る
負
担
金
を
30
円
50
銭

で
お
願
い
し
た
い
。
旨
の
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

議
案
第
6
号

　
　

令
和
3
年
度
本
組
合
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

　
　

事
務
局
か
ら

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
₀
，0
1
0
，

2
9
0
千
円（
前
年
度
比
1
2
6
，₀
₂

　

₀
千
円
減
）
と
定
め
る
も
の
と
し
た
旨

の
説
明
が
あ
っ
た
後
に
、
○
退
職
手
当

○
消
防
補
償
○
交
通
災
害
○
議
員
公
務

災
害
の
事
業
別
に
詳
細
な
説
明
が
あ
り
、

審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
決
定
し

た
。

議
案
第
7
号

　
　

監
査
委
員
選
任
の
同
意
に
つ
い
て

　

▽
監
査
委
員
の
選
任

　
　

監
査
委
員　

坂
本
浩
（
松
野
町
長
）

　
（
令
和
3
年
2
月
17
日
～
令
和
5
年
2
月
16
日
ま
で
）

選
挙
第
3
号

　
　

次
期
組
合
長
の
選
挙
に
つ
い
て

　

▽
次
期
組
合
長
の
選
出

　
　

組
合
長　

佐
川
秀
紀
（
砥
部
町
長
）

　
（
令
和
3
年
4
月
26
日
～
令
和
5
年
4
月
25
日
ま
で
）

追
加
日
程
第
1　

議
案
第
8
号

　
　

次
期
副
組
合
長
選
任
の
同
意
に
つ
い

て

　

▽
次
期
副
組
合
長
の
選
任

　
　

副
組
合
長　

二
宮
隆
久（
大
洲
市
長
）

　
（
令
和
3
年
4
月
26
日
～
令
和
5
年
4
月
25
日
ま
で
）

令和３年度 愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出予算
（歳　入）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	負担金 4,739,573 4,983,674 △	244,101

1	退職手当負担金 4,413,430 4,649,300 △	235,870
2	消防負担金 289,676 292,988 △	3,312
3	交通災害共済掛金 31,300 31,800 △	500
4	自治会館負担金 4,916 9,330 △	4,414
5	公務災害負担金 251 256 △	5

2	使用料 5,720 0 5,720
1	会館使用料 5,720 0 5,720

3	消防基金等支出金 369,250 395,650 △	26,400
1	消防基金支出金 368,250 394,650 △	26,400
2	議員連合会支出金 1,000 1,000 0

4	財産収入 7,087 3,626 3,461
1	財産運用収入 7,087 3,626 3,461

5	寄附金 150,000 450,000 △	300,000
1	寄附金 150,000 450,000 △	300,000

6	繰入金 4,385,985 3,936,773 449,212
1	基金繰入金 4,385,985 3,936,773 449,212

6	繰越金 311,800 320,080 △	8,280
1	繰越金 311,800 320,080 △	8,280

7	諸収入 40,875 46,507 △	5,632
1	預金利子 40 100 △	60
2	団体支出金 37,140 45,216 △	8,076
3	雑入 3,695 1,191 2,504
歳　入　合　計 10,010,290 10,136,310 △	126,020

（歳　出）	 （単位：千円）

款 本 年 度
予 算 額

前 年 度
予 算 額 比　　較

項
1	議会費 370 430 △	60

1	議会費 370 430 △	60
2	総務費 89,066 99,350 △	10,284

1	総務管理費 88,536 98,750 △	10,214
2	監査委員費 80 100 △	20
3	認定委員会費 50 60 △	10
4	審査会費 400 440 △	40

3	事業費 5,568,615 5,794,165 △	225,550
1	退職手当事業費 4,323,250 4,751,910 △	428,660
2	消防事業費 640,585 671,152 △	30,567
3	交通災害事業費 19,220 24,090 △	4,870
4	自治会館事業費 584,083 345,530 238,553
5	議員公務災害事業費 1,477 1,483 △	6

4	公債費 1 1 0
1	公債費 1 1 0

5	諸支出金 4,340,575 4,221,100 119,475
1	基金積立金 4,340,575 4,221,100 119,475

6	予備費 11,663 21,264 △	9,601
1	予備費 11,663 21,264 △	9,601
歳　出　合　計 10,010,290 10,136,310 △	126,020
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新
議
長
紹
介

　

2
月
8
日
の
砥
部
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

岡
利
昌
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

砥
部
町
議
会
議
長

　
　
　

に
し

　
岡お

か

　
利と

し

　
昌ま

さ

　
氏

　

新
議
長
紹
介

　

2
月
17
日
の
松
野
町
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

村
尾
重
利
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

松
野
町
議
会
議
長

　
　
　
村む

ら

　
尾お

　
重し

げ

　
利と

し

　
氏

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
72
回

定
期
総
会
を
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、会
場
で
の
開

催
を
取
り
や
め
書
面
に
よ
る
開
催
と
し
た
。

 

【
表
決
日　

令
和
3
年
2
月
12
日
】

　

な
お
、
書
面
に
よ
る
協
議
内
容
は
次
の

と
お
り
で
、
承
認
又
は
原
案
の
と
お
り
決

定
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

報
告
第
2
号　

専
決
処
分
（
令
和
2

年
度
愛
媛
県
町
村
議
会
議
員
共
済
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
））

⑶　

報
告
第
3
号　

専
決
処
分
（
令
和
2

年
度
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
））

第
72
回
定
期
総
会
を
開
く

令
和
３
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会　

⑷　

認
定
第
1
号　

令
和
元
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
決

算
⑸　

議
案
第
1
号　

令
和
3
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
員
共
済
事
業
特
別
会
計
予

算
⑹　

認
定
第
2
号　

令
和
元
年
度
愛
媛
県

町
村
議
会
議
長
会
一
般
会
計
決
算

⑺　

議
案
第
2
号　

愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
常
務
理
事
の
選
任
同
意
に
つ
い
て

⑻　

議
案
第
3
号　

愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
常
務
理
事
の
給
与
等
に
関
す
る
規

程
に
つ
い
て

⑼　

議
案
第
4
号　

令
和
3
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑽　

議
案
第
5
号　

令
和
3
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑾　

議
案
第
6
号　

令
和
3
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

西
宇
和
郡
伊
方
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

・
議
員
27
年
以
上
在
職
者
（
1
名
）

　

愛 

南 

町　

議　

員　
　

吉
村　

直
城

・
議
員
15
年
以
上
在
職
者
（
6
名
）

　

内 

子 

町　

議　

員　
　

才
野　

俊
夫

　

伊 

方 

町　

議　

員　
　

吉
谷　

友
一

　
　

 

〃 　
　

議　

員　
　

菊
池　

隼
人

　

鬼 

北 

町　

議　

員　
　

福
原　

良
夫

　
　

 

〃 　
　

議　

員　
　

程
内　
　

覺

　

愛 

南 

町　

議　

員　
　

山
下　

太
三

令和３年度会務運営方針及び事業計画
第１　運営方針
　　地方分権の進展に伴い地方自治体の自由度が拡大し、
基礎自治体の果たす役割は、ますます大きくなっている。
　　こうした動向の中で、各自治体は地域の活性化に向け
て懸命の努力を重ねているが、一方、住民代表である議
会の役割・責務も一層、重要となっており、意思決定機
関としての使命を的確に果たすことが求められている。
　　この時に当たり、本会は決意を新たにしてその使命を
深く自覚し、新たな地方の時代に相応しい地方自治の振
興発展に寄与するため、系統議長会その他関係団体との
連絡協調を密にし、政務活動・議員研修の充実をはじめ、
会務の適正効率的な執行を期するものとする。
第２　事業計画
　　上記運営方針に基づき、次の事業を実施する。

記
１．会　　議
　⑴　定期総会　　　１回
　⑵　臨時総会　　　必要に応じ
　⑶　全員協議会　　必要に応じ
　⑷　監事会　　　　１回
　⑸　正副会長会　　必要に応じ
　⑹　事務局長会議　１回
２．研 修 会
　⑴　第１回議員研修会　
　　日時・会場　７月21日（水）
　　　　　　　　メルパルク松山「ラフィーネ」
　　対　象　町議会議員及び議会事務局長等
　　講　師　元全国都道府県議会議長会事務局次長
　　　　　　　内田　一夫　氏
　　テーマ　「地方議会議員のコンプライアンス」
　⑵　第２回議員研修会
� （第61回四国地区町村議会議長会研修会と合同開催）
　　日時・会場　10月21日（木）砥部町文化会館
　　対　象　町議会議員及び議会事務局長等
　　講　師　香川大学四国危機管理教育・研究・地域連携

推進機構副機構長
　　　　　　地域強靭化研究センター長　金田 義行 氏
　　テーマ　「南海トラフ巨大地震、首都直下地震への備え
　　　　　　　～地震津波減災を目指して（仮称）」
　　講　師　ジャーナリスト　長谷川 幸洋 氏
　　テーマ　「時局問題」　　
　⑶　議長研修　　　
　　①　議長視察研修
　　②　市町村アカデミー（千葉市）または国際文化アカ

デミー（大津市）への参加
　⑷　職員研修　
　　①　議会運営上の疑義に関する実務研修会　１回
　　②　「市町村議会事務局職員研修」（国際文化アカデ

ミー）への参加
　　③　全国町村議会事務局職員研修会への参加費助成
３．政務活動
　⑴　町振興のための要望実現運動の実施
　⑵　系統議長会その他関係団体との連絡協調
　⑶　「町会報えひめ」の発行
　⑷　ホームページの充実
　⑸　町村議会実態調査の実施及び情報連絡
　⑹　優良議会、自治功労者、優良職員の表彰
　⑺　町議会議員名簿の作成
４．福利厚生
　⑴　町村議会議員共済事業の推進
　⑵　全国町村議会議員団体補償制度に対する協力
５．その他
　⑴　議長相互の協調及び情報連絡事業の積極的推進
　⑵　議会運営上の疑義についての照会に対する対応
　⑶　その他本会の目的達成のため必要と認められる事業
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逃
げ
場
は
な
い

　

凛
と
し
た
空
気
に
梅
香
と
鶯
の
初
音
。

各
地
で
川
津
桜
が
満
開
で
あ
る
。

　

2
月
13
日
午
後
11
時
7
分
、
東
北
地
方

で
大
地
が
大
き
く
揺
れ
た
。
忘
れ
た
頃
の

天
災
に
あ
ら
ず
。
忘
れ
る
な
ど
し
て
な

か
っ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
Ｍ
6

強
の
大
地
震
で
あ
る
。
し
か
も
余
震
と
は
、

自
然
の
凄
さ
に
ま
た
も
や
驚
か
さ
れ
る
。

ま
た
負
傷
者
が
多
数
出
た
が
、
死
者
は
1

人
。

　

兎
に
角
、
連
日
の
如
く
日
本
列
島
の
何

処
か
で
大
な
り
小
な
り
絶
え
ず
地
震
が
起

こ
っ
て
お
り
、
改
め
て
逃
げ
場
の
な
い
砂

上
と
も
い
え
そ
う
な
プ
レ
ー
ト
帯
に
居
住

し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。

　

人
々
は
日
々
、「
春
夏
秋
冬
」
自
然
環
境

の
恵
み
を
受
け
そ
の
感
謝
を
忘
れ
る
も
の

で
は
な
い
が
、
そ
の
時
季
・
と
り
ま
く
環
境

は
、今
や
年
毎
に
誤
差
が
生
じ
つ
つ
あ
る
気

配
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
に
伴

い
、
地
球
全
体
で
暑
・
寒
・
雨
・
風
な
ど
過

去
に
例
の
無
い
自
然
の
為
せ
る
業
は
、異
常

気
象
と
云
う
よ
り
も
、
も
は
や
天
地
異
変

期
に
入
り
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
だ
…
。

　

人
は
災
害
の
恐
ろ
し
さ
に
忘
却
は
な
い

が
“
慣
れ
”
へ
の
流
れ
は
否
め
な
い
。
必

ず
や
自
分
の
身
近
で
起
る
で
あ
ろ
う
地
震

を
は
じ
め
自
然
災
害
へ
の
備
え
、
せ
め
て

心
構
え
だ
け
で
も
各
人
で
、
皆
で
出
来
る

限
り
の
備
え
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、「
人
対
人
」
世
界
は
、
あ
い
も
変

わ
ら
ず
騒
が
し
い
。
芸
能
界
等
の
各
種
報

道
の
ざ
わ
つ
き
、
騒
ぎ
は
何
と
な
く
、
人

間
味
が
他
人
事
と
し
て
あ
る
が
。一
方
、民

主
主
義
を
掲
げ
る
米
国
の
大
統
領
選
挙
、

ト
ラ
ン
プ
劇
場
の
舞
台
が
変
わ
っ
た
。
方

や
ロ
シ
ア
社
会
の
動
向
。「
ビ
ル
マ
の
た
て

琴
」
で
忘
れ
難
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
の
行

方
。
近
く
で
は
軍
事
力
強
化
一
途
や
威
嚇

行
動
を
す
る
か
の
よ
う
な
国
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
る
。“
自
国
中
心
か
自
分
フ
ァ
ー
ス

ト
主
義
”に
と
り
付
か
れ
て
い
る
の
か
、不

戦
主
義
の
わ
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
は
常

に
揺
れ
動
き
ざ
わ
つ
い
て
い
る
。
こ
の
現

代
社
会
か
ら
も
逃
げ
場
は
な
い
。「
窮
鼠
ネ

コ
を
噛
む
」
の
例
え
も
有
る
が
…
。

　

た
か
が
人
生
長
く
て
1
0
0
年
で
あ
る
。

自
然
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
に
の
ん
び
り
浸

か
り
、
楽
し
く
過
ご
し
た
い
想
い
の
人
が
多

い
わ
が
国（
平
和
ボ
ケ
と
揶
揄
す
る
人
も
い

る
…
）。
し
か
し
、怪
し
い
暗
雲
が
う
ご
め
く

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
か
ら
逃
げ
ず
、資
源
も
な

く
強
い
軍
事
力
も
持
ち
合
わ
せ
て
な
い
わ

が
国
。な
ら
ば
次
世
代
に
禍
根
を
残
さ
ず
、

賢
明
な
人
間
力
と
優
し
い
国
民
性
に
よ
っ
て
、

情
報
社
会
ら
し
く
全
て
の
分
野
で
、確
り
云

う
べ
き
事
を
世
界
に
強
く
発
信・伝
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
根
気
よ
く
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
収
束
の
切
り
札
と
云
わ
れ
る

「
ワ
ク
チ
ン
」の
接
種
が
わ
が
国
で
も
2
月

17
日
（
本
県
は
19
日
）
始
ま
っ
た
。
副
作

用
（
副
反
応
）
が
無
く
無
事
終
了
へ
、
治

療
薬
完
成
と
と
も
に
コ
ロ
ナ
終
息
に
つ
な

が
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

�

　
（
Ｔ
）

 

「
よ
い
戦
争
な
ん
て
あ
っ
た
た
め
し
が
な

い
。
あ
る
い
は
ま
た
悪
い
平
和
な
ん
て

も
の
も
あ
っ
た
た
め
し
が
な
い
」

�

（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン　

米
国
の
科
学
者
）

一

筆

２
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
72

回
定
期
総
会
（
書
面
開
催
）

▽
2
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
令
和
2
年
度
第

2
回
理
事
会

▽
12
日
＝
全
国
簡
易
水
道
協
議
会
令
和
2

年
度
第
2
回
事
務
局
長
会
議
（
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
）

▽
16
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
74
回
定
期
総

会
、愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
正
副
会
長

会

▽
17
日
＝
令
和
3
年
第
1
回
愛
媛
県
市
町

総
合
事
務
組
合
議
会
定
例
会
、令
和
2
年

度
第
2
回
愛
媛
県
再
犯
防
止
推
進
会
議

▽
18
日
＝
令
和
2
年
度
愛
媛
県
消
防
協
会

理
事
会
（
第
3
回
）、令
和
2
年
度
第
3

回
愛
媛
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
推

進
委
員
会

▽
24
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
自
立
促
進
協

議
会
会
計
監
査
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事

業
総
合
協
議
会
会
計
監
査

▽
26
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
会
計
監
査
、

人
事
試
験
に
関
す
る
講
習
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
リ
モ
ー
ト
）

砥 

部 

町

就労継続支援Ｂ型事業所
ハートピアみなみ完成

　
県
障
が
い
児（
者
）施
設
等
施
設
整
備

補
助
金
と
砥
部
町
障
害
福
祉
施
設
整
備

事
業
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
、
就
労
継

続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
ハ
ー
ト
ピ
ア
み
な

み
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
施
設
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
障
が
い
者
へ
弁
当
作
り
や

軽
作
業
な
ど
の
就
労
の
機
会
を
提
供
す

る
社
会
参
加
促
進
の
場
と
し
て
の
役
割

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
2
月
3
日
、
施
設
利
用
者
と
麻
生
幼
稚

園
の
園
児
が
外
階
段
に
ペ
ン
キ
を
塗
り
、

施
設
と
幼
稚
園
と
地
域
を
つ
な
ぐ
虹
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
園
児
は
「
き
れ
い
な

虹
色
に
な
っ
た
。」
と
大
喜
び
で
し
た
。

玄関・ポーチ

厨 房

会議室

外階段
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愛
南
町
産
河か

わ

内ち

晩ば
ん

柑か
ん

「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
」
の
果
汁
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
リ
キ
ュ
ー
ル「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
サ
ワ
ー
」

が
、
岡
山
市
の
宮
下
酒
造
株
式
会
社
か
ら
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
サ
ワ
ー
」
は
、原
料
の
果
汁
を
提
供
し

た
愛
南
町
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
も
商
品
開
発
に
携
わ
っ
て

い
て
、
ラ
ベ
ル
の
色
調
に
つ
い
て
提
案
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
中
本
健た

け

仁ひ
と

さ
ん
は
、「
爽
や
か
な
味
と
イ
メ
ー
ジ

が
多
く
の
人
に
伝
わ
る
と
う
れ
し
い
！
」
と
期
待
を
込
め

て
話
し
ま
し
た
。

　

同
サ
ワ
ー
は
２
月
１
日（
月
）か
ら
全
国
展
開
さ
れ
て
い

て
、
道
の
駅
み
し
ょ
う
M
I
C
や
フ
レ
ッ
シ
ュ
一
本
松
の

ほ
か
、
県
内
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
（
一
部
店
舗
を
除
く
）

で
も
販
売
中
で
す
。爽
や
か
な
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
の
風
味
を
、

お
酒
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
！

●
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
サ
ワ
ー
」

　
誕
生
秘
話

　
「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
サ
ワ
ー
」の

製
造
元
の
宮
下
酒
造
に
は
、
レ

モ
ン
サ
ワ
ー
な
ど
の
シ
リ
ー
ズ

商
品
が
す
で
に
あ
り
ま
し
た
。

レ
モ
ン
に
続
く
新
商
品
の
原
料

を
模
索
中
、
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
の
採
用
が
検
討
さ
れ
て
い
た

と
か
…
。
と
こ
ろ
が
、
南
宇
和

高
校
が
取
り
組
ん
だ
河
内
晩
柑

の
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア
な
ど
で
そ
の
魅

力
を
知
る
関
係
者
が
宮
下
酒
造

に
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
を
紹
介
し
、

開
発
担
当
者
は
感
じ
た
そ
う
で

す
。「
こ
れ
だ
�
」
と
。

砥 

部 

町

愛 

南 

町

果
汁
た
っ
ぷ
り
！

 

「
愛
南
ゴ
ー
ル
ド
サ
ワ
ー
」
誕
生
！

▲愛南ゴールドサワー
　内容量：250ミリリットル
　販売金額：400円 (税抜き )

【問い合わせ先】
愛南町農業支援センター
電話：0895-72-7311 あいなん農林業ネット

お
酒
で
す
！

監督・脚本・編集：大森研一　
出演：伊藤淳史　内山理名　吉岡秀隆　橋爪功
　　　桜田ひより 　飯島寛騎(男劇団 青山表参道X)    大塚寧々(特別出演)
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未来へのかたち　５月７日全国ロードショー

　
　
　「
未
来
へ
の
か
た
ち
」

　
　
　
あ
ら
す
じ

舞
台
は
砥
部
町
。

砥
部
焼
・
り
ゅ
う
せ
い
窯

の
主
人
で
あ
る
竜
青
（
伊

藤
淳
史
）
は
、
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
ペ
を
勝
ち
抜
き
「
磁

器
製
の
聖
火
台
」
制
作
へ

一
家
で
挑
む
こ
と
に
。
し

か
し
そ
れ
に
は
敵
対
し
て

い
た
父
･
竜
見（
橋
爪
功
）

や
窯
元
た
ち
の
技
術
が

必
要
で
あ
っ
た
。
そ
こ
へ

突
然
町
に
戻
っ
た
兄
･
竜

哉
（
吉
岡
秀
隆
）
も
交
わ

り
、
封
印
し
て
い
た
「
母

（
大
塚
寧
々
）
の
死
」
に
ま

つ
わ
る
父
子
の
因
縁
が
蘇

る
。激
化
す
る
争
い
の
中
、

竜
青
の
妻
･
幸
子
（
内
山

理
名
）、娘
･
萌
（
桜
田
ひ

よ
り
）、バ
イ
ト
の
武
（
飯

島
寛
騎
）、家
族
が
救
い
の

手
を
差
し
伸
べ
る
。
や
が

て
、
亡
き
母
の
遺
し
た
も

の
こ
そ
が
聖
火
台
の
完
成

へ
向
け
た
鍵
と
な
り
、
バ

ラ
バ
ラ
だ
っ
た
家
族
が
そ

し
て
町
の
心
が
ひ
と
つ
に

な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
果

た
し
て
巨
大
な
聖
火
台
は

完
成
す
る
の
か
。　


